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の価値を認めなかったり．さらには教師の考えた正しい主題を教え込もうとしたりす





































1) 『文学読書の授業』，安藤操，宇佐美寛ほか 日本書籍 1982.7. p. 33-34. 
2) 雑誌『実践国語研究40号』明治図書 1983. 7. p. 7. 
3) 『文芸作品の主題の理論と指導』蓑手重則 明治図書， 1973.4.にすでにこの考えが示されてい
る。
4) 雑誌『実践国語研究40号』明治図書 1983. 7. p.18. 
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5) 雑誌『教育科学国語教育』 No.308明治図書 1982.10 p. 34. 























































































































































































































































1) 『学習指導要領言語事項用語辞典』永野賢・市川孝編 教育出版， 1979.
2) 『文章構成法』樺島忠夫講談社現代新書， 1980.8, p. 107. 
3) 『文章表現の基礎的研究』相原林司 明治書院， 1984.1,p. 5. 
4) 『国語国文の教育』西尾実 1929,ただし引用は，『西尾実国語教育全集第一巻』数育出版 1974.
10, p.89. 
5) 『文芸作品の主題の理論と指導』蓑手重則 明治図書， 1973.4, p. 24 
6) この「テーマ」という語は，本論では，一応「主題」と同義と考えて扱うことにしている。とく
にことわらないもの以外は「主題」＝テーマとして，今後も扱う。
7) 『美学総論』竹内敏雄弘文堂 1979.5, p. 329. 
8) 『言語芸術作品』ウォルフガング・カイザー 法大出版局， 1981.3, p. 75. 
9) 『小説の構成』川端康成三笠書房 1941,ただし，引用はスティルス選書， 1983.7,によった。
p.43. 
10) 『主題認識の構造』市毛勝雄 明治図書， 1980,10, p. 136 
11) 『西郷竹彦文芸教育著作集 20』明治図書 1978. 9, p.142. 
12) 『日本近代文学史研究』平涸敏夫有精堂 1969. 6, p. 221,222. 
13) 同上 p.230. 
14) 西郷前掲苔 p.137.
15) 『小説の方法』中村真一郎集英社， 1981.10. p. 13 
16) 同上， p.72. 
17) 同上， p.42.
18) 西郷前掲書 p.142. 
19) 同上， p.138.
20) 同上， p.134.
21) 「現代文章論 I」小林秀雄 『現代文章講座第一巻』三笠書房 1940. 3, ただし引用は， 『小林秀
雄全集第七巻』 1968.4, p. 285より
（都立久習米西高校教諭）
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